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 観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
が
決
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ■
 産
業
課
商
工
観
光
係
　
内
線
４
１
３

　
甘
楽
町
の
魅
力
を
伝
え
、
観
光
Ｐ
Ｒ

に
活
用
で
き
る
写
真
を
募
集
し
た「
甘

楽
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」（
募
集

期
間
は
昨
年
５
月
か
ら
　
月
末
日
ま

１１

で
）に
町
内
外
か
ら
１
１
１
点（
　
人
）

３２

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
松
井
千
明
審
査
員（（
公
財
）日
本
写

真
協
会
会
員
）を
は
じ
め
と
し
た
７
人

で
　
月
　
日
に
審
査
会
を
開
き
、
入
賞

１２

２１

作
品（
　
点
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

２２

　　　
長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
３

月
３
日
に
開
か
れ
た
表
彰
式
で
は
入
賞

者
に
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
、鶴
田
巻
雄

審
査
員
か
ら「
行
っ
て
み
た
く
な
る
写

真
が
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
」と
講
評
が
あ

り
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
名
・
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

【
町
長
賞
】 

『
晴
れ
姿
』
町
田
晶
代（
富
岡
市
）

【
議
会
議
長
賞
】

『
萌
え
る
』
関
  義
勝（
福
島
）

【
教
育
長
賞
】

『
出
番
で
す
』
有
井
忠
博（
上
野
）

【
観
光
協
会
長
賞
】

『
丘
の
上
に
佇
む
 』
横
尾
百
合
子（
富
岡

市
）

【
入
　
選
】

『
安
全
を
見
守
る
』
三
木
利
男（
金
井
）

『
獅
子
舞
奉
納
』
小
林
昭
栄（
金
井
）

『
昆
明
池
に
映
る
満
月
』
須
貝
  実（
富
岡

市
）

『
大
空
に
舞
う
』
鈴
木
さ
ち
子（
白
倉
）

『
 福
ま
き
天
手
力
男
命
 』
黒
澤
  潔（
伊
勢

フ

ク

マ

キ

ア

メ

ノ

タ

ヂ

カ

ラ

オ

崎
市
）

『
お
月
見
会
の
日
』
西
野
治
男（
高
崎
市
）

『
笹
森
春
の
舞
』
黒
澤
  潔（
伊
勢
崎
市
）

『
和
の
世
界
、整
然
と
…
』
西
野
治
男

（
高
崎
市
）

『
織
田
宗
家
の
春
』
柴
山
潤
壱（
轟
）

『
笹
森
稲
荷
神
社
祭
り
の
日
』
安
井
博

満（
富
岡
市
）

『
必
勝
祈
願
』
荻
野
義
昭（
富
岡
市
）

『
獅
子
舞
蕎
麦
花
道
中
』
安
井
博
満（
富

岡
市
）

　
入
賞
作
品
は
４
月
１
日
ま
で
同
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
入
賞
作
品
の
一
部
は
町
民
カ

レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、今
後

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
、観

光
宣
伝
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

町
長
賞
受
賞
作
品『
晴
れ
姿
』（
小
幡
桜
並
木

で
満
開
の
桜
の
下
を
歩
く
親
子
の
姿
を
と
ら

え
た
作
品
）

審査会

入
賞
者
と
関
係
者

町田さん

【
佳
　
作
】

『
雅
』
三
木
利
男（
金
井
）

『
上
信
電
鉄
沿
線
』
御
供
良
一（
藤
岡

市
）

『
錦
秋
の
道
』
横
尾
百
合
子（
富
岡
市
）

『
神
楽
舞
う
』
黒
沢
伸
二（
太
田
市
）

『
雄
川
滝
』
関
  義
勝（
福
島
）

『
も
み
じ
も
ビ
ッ
ク
リ
』柴
山
潤
壱（
轟
）

　
最
優
秀
賞
の
町
長
賞
に
輝
い
た
町
田

さ
ん
は「
た
ま
た
ま
通
り
が
か
り
に
撮

影
で
き
た
作
品
。
魅
力
的
な
甘
楽
町
を

今
後
も
撮
影
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

町政の動き
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 ■
 イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
か
ら
地
域
を
守
る
！
金
網
柵
を
設
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ■
産
業
課
農
林
係
　
内
線
４
1
１
・
４
１
２

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
農
作
物
な
ど
を
鳥
獣
か
ら
守
る
た
め
、
住
民
が
主
体
と
な
り
国
の
補
助
金
を

活
用
し
て
金
網
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。
３
区
、
４
区
、
５
区
の
住
民
約
１
０
０
人
が
２
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
、
地
域
の
農
作
物
被
害
の
減
少
と
安
全
確
保
に
向
け
て
協
力
し
ま
し
た
。

第
３
区
長

田
村
一
郎
さ
ん（
小
幡
）

第
４
区
長
  

田
中
秀
明
さ
ん（
上
野
）

第
５
区
長

宇
佐
美
秋
夫
さ
ん（
轟
）

～
金
網
柵
を
設
置
し
た
地
区
の
区
長
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
～

　
区
民
の
ご
協
力
に
よ
り
、
侵
入
防
止

柵
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
柵
に
よ
っ

て
農
作
物
被
害
の
減
少
や
子
ど
も
・
高

　
侵
入
防
止
柵
の
設
置
後
は
畑
へ
の
侵

入
や
目
撃
も
減
少
し
、
大
き
な
効
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
イ
ノ
シ
シ
や

　
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
し
て
か
ら
は

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
侵
入
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
。
農
作
物
被
害
の
減

少
が
大
い
に
期
待
で
き
る
結
果
と
な

り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

齢
者
の
人
身
事
故
を
未
然
に
防
げ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

シ
カ
の
動
き
に
注
視
し
、
地
域
の
安
全

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 ３区 

 ４区 

 ５区 

　
町
で
は
今
後
も
地
区
か
ら
の
要
望
を

受
け
て
補
助
金
を
申
請
し
て
い
き
ま

す
。
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計国群馬県甘楽町

１１重要無形文化財保持者

６４３６１重要文化財

１５２１３重要無形民俗文化財

１１重要有形民俗文化財

１５３１２史　跡

６１５名　勝

７１６天然記念物

１０９２９９８合　計

甘楽町にある文化財の件数（平成３０年３月３１日現在）  　

 新
指
定
町
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
　
其
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ■
 社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
　
内
線
５
２
３

　
町
教
育
委
員
会
が
１
月
　
日
に
開
か

３１

れ
、
ス
タ
ー
ル
銃
ほ
か
８
件
の
文
化
財

が
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
９
件
の

新
文
化
財
を
今
月
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

種　類
指定区分 ・笠塔婆三基

　および板碑一基

・笠塔婆一基

・   　 
ひょう

 轡 
ぐつわ

・那須の獅子舞

・天引の麦祭り

・造石法華経供養遺跡

・笹森古墳

・旧小幡藩武家屋敷

　松浦氏屋敷

・秋畑の大ツバキ

　
本
銃
は
、
小
幡
藩
松
平
氏
が
購
入
し

た
洋
式
銃
二
挺
の
一
つ
で
す
。
も
う
一

挺
は
平
成
　
年
２
月
　
日
に
町
重
要
文

２５

２５

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
幡
藩

関
連
史
料
の
中
の『
藩
日
誌
』
に
、
洋
式

銃
購
入
の
経
緯
や
本
銃
を
戊
辰
戦
争
に

持
参
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。『
甘
楽
町
史
』（
１
９
７
９
年
甘
楽

町
）
に
よ
る
と
小
幡
藩
は
上
野
各
藩
と

人間国宝「須田賢司氏」、国指定名勝「楽山園」

寸法は全長９５． ５尺、銃身長５０． ９尺、口径１． ３尺。

機関部の引き金を引く右側上部に「ＳＴＡＲＲ  ＡＲＭＳ  

ＣＯ．ＹＯＮＫＥＲＳ  Ｎ． Ｙ．」の刻印が刻まれています

と
も
に
出
兵
し
、
群
馬
県
北
毛
地
域
の

三
国
峠
・
戸
倉
な
ど
利
根
郡
で
会
津
藩

兵
と
交
戦
し
て
い
ま
す
。

　
本
銃
は
ス
タ
ー
ル
騎
兵
銃
と
呼
ば
れ

ア
メ
リ
カ
製
、
安
政
５
年（
１
８
５
８
）

に
ア
メ
リ
カ
で
特
許
を
得
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
ヨ
ン
カ
ー
ス
で
製
造
さ
れ

た
騎
兵
銃
で
す
。
幕
末
期
に
数
多
く
輸

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
存
す
る
騎
兵
銃

は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
本
銃
の
特
徴
と
し
て
、
種
別
は
管
打

ち
式
銃
砲
、
構
造
は
機
関
部
に
 錆
 が
生

さ
び

じ
て
い
る
た
め
不
明
で
す
。
幕
末
に
お

け
る
小
幡
藩
の
動
向
を
知
る
貴
重
な
資

料
で
す
。

８
１
０
年
に
創
業
し
た
オ
ー
ガ
ス
ト
・

フ
ラ
ン
コ
ッ
ト
社
製
の
銃
で
あ
り
、
回

転
弾
倉（
シ
リ
ン
ダ
ー
）の
前
の
部
位
に

縦
書
き
で「
壬
申
一
三
七
八
群
馬
縣
」の

刻
印
が
あ
り
ま
す
。
明
治
５
年（
１
８

７
２
）政
府
に
よ
り
銃
の
所
持
を
許
可

制
と
す
る
銃
砲
取
締
規
則
を
制
定
し
、

調
査
し
た
際
に
刻
印
さ
れ
た
も
の
で
、

「
一
三
七
八
」
は
登
録
番
号
と
思
わ
れ

ま
す
。
小
幡
藩（
松
平
氏
）は
、
幕
末
に

ス
タ
ー
ル
銃
二
挺
を
購
入
し
て
い
る
の

で
、
本
銃
も
そ
の
時
に
藩
で
購
入
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
幡
藩
（
松
平

氏
）
で「
中
老
」
を
務
め
た
旧
小
幡
藩
士

宅
よ
り
見
つ
か
っ
て
お
り
、
幕
末
に
お

け
る
小
幡
藩
の
動
向
を
知
る
極
め
て
貴

重
な
銃
砲
で
す
。

　
ピ
ン
打
式
銃
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ル

フ
ォ
ー
シ
ョ
ー（
１
８
０
２
～
１
８
５

２
）に
よ
り
考
案
さ
れ
、
金
属
製
薬
き
ょ

う
を
使
用
す
る
発
火
方
式
の
銃
で
す
。

１
８
６
０
～
　
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
、
ベ

７０

ル
ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
で
製
造
さ
れ
、
日

本
で
は
幕
末
期
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た
。

本
品
は
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
で
１

寸法は全長２８． ５尺、銃身長１５． ４尺、

口径1.1尺。銃身後方左側面にフランス

語で「 ＬＥＦＡＵＣＨＥＵＸ   Ｂ 臣」と下に「ＡＣＩＥＲ 
ル フ ォ ー シ ョ ー

 ＦＯＮＤＵ」の刻印が刻まれています

町政の動き

　
　
　

ピ
ン
打
銃

一

ピ
ン
打
銃
　
一
挺挺

　

６
連
発
リ
ボ
ル
バ

６
連
発
リ
ボ
ル
バ
ーー

ル
フ
ォ
ー
シ
ョ

ル
フ
ォ
ー
シ
ョ
ーー

　
ス
タ
ー
ル
銃

一

ス
タ
ー
ル
銃
　
一
挺挺

戊
辰
戦
争
で
使
用
さ
れ

戊
辰
戦
争
で
使
用
さ
れ
たた



広報かんら　　３０．４．１11

　　
天
明
元
年（
１
７
８
１
）
に
勃
発
し
た

糸
絹
運
上
金
阻
止
活
動
の
指
導
者
で

あ
っ
た
清
助
、
清
蔵
兄
弟
の
墓
石
で
す
。

　
養
蚕
・
機
織
り
が
盛
ん
で
あ
っ
た
上

州
・
武
州
は
、
江
戸
中
期
以
降
一
大
生

産
地
と
し
て
発
展
し
、
諸
国
の
生
糸
商

人
・
織
物
問
屋
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
天
明
元
年
６
月
、
幕
府
は
上
州
・
武

州
２
カ
国
　
カ
所
の
糸
絹
市
場
に
生

４７

糸
・
絹
織
物
・
真
綿
な
ど
の
売
買
に
対

し
て
高
額
な
運
上
金
を
課
す
旨
を
公
布

し
ま
し
た
。
こ
の
運
上
金
は
、
結
局
は

生
産
者
が
負
担
す
る
の
と
同
時
に
消
費

者
に
も
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、

利
益
を
得
る
の
は
仲
買
人
と
幕
府
で
し

た
。
こ
の
た
め
市
場
か
ら
商
人
の
姿
が

消
え
、
取
引
も
全
く
行
わ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
悪
政
に
生
産
者
で
あ
る

農
民
が
立
ち
上
が
っ
て
運
上
金
阻
止
活

動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
の

指
導
者
が
甘
楽
町
白
倉
の
伊
三
郎
で
、

同
所
の
清
助
、
清
蔵
も
指
導
者
の
一
員

と
し
て
大
衆
を
動
員
さ
せ
、
西
上
州
一
帯

に
か
け
て
阻
止
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
幕
府
は
９
月
に
入
る
と
指

導
者
の
 捕
縛
 を
開
始
し
ま
し
た
。
清
助

ほ
ば
く

は
八
丈
島
に
遠
島
、
清
蔵
は
追
放（
牢

内
で
病
死
）の
処
断
を
受
け
ま
し
た
。

　
墓
石
は
、
天
明
糸
絹
運
上
金
阻
止
活

動
よ
り
　
年
後
の
嘉
永
元
年（
１
８
４

６７

８
）に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

石材は砂岩で高さ６３.５尺、正面幅２７.３

尺、側面２４． ０尺。右側に「嶌流道覺信

士」（清助）、左側に「流岳寛良信士」（清

蔵）、白倉の圓明院境内地に建立

　　
宝
積
寺
は
宝
徳
２
年（
１
４
５
０
）
、

小
幡
の
領
主
で
あ
っ
た
 小
幡
実
高
 が
中

お
ば
た
さ
ね
た
か

興
開
基
と
な
り
、
茨
城
県
東
昌
寺
住
職

の
 即
庵
宗
覚
 を
招
い
て
、
そ
れ
ま
で
の

そ
く
あ
ん
そ
う
か
く

天
台
宗
を
改
め
曹
洞
宗
と
し
て
再
興
さ

れ
ま
し
た
。

　
天
井
画
は
、
彩
色
で
描
か
れ
た
花

鳥
、
動
物
類
な
ど
で
す
。

　「
花
」
は
ユ
リ
、
ボ
タ
ン
、
キ
キ
ョ
ウ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
花
鳥
」は
マ
ツ
に

 鷹
 、
マ
ツ
に
鶴
、
タ
ケ
に

タ
カ

 雀
 、
キ
ク
に

ス
ズ
メ

鶏
、
ウ
メ
に
 鶯
 な
ど
が
あ
り
、「
鳥
」は

ウ
グ
イ
ス

ク
ジ
ャ
ク
な
ど
２
点
、「
動
物
」は
虎
な

ど
３

点
、

「
花
に
動

物
」
は
ハ

ギ
に
猪
、

ヤ
ナ
ギ
に

牛
、
サ
ク

ラ
に
馬
な

ど
、「
波
関

連
」は

波

に
千

鳥
、

波
に
 蓑
亀
 

ミ
ノ
ガ
メ

な
ど
３
点

が
あ
り
ま

　
　

す
。ま
た
、

白
色
の
 鸚
鵡
 図
、
赤
色
の
鸚
鵡
図
も
見

オ
ウ
ム

ら
れ
、
想
像
上
の
動
物
と
し
て
、
鳳
凰

図
、
バ
ク
図
、 麒
麟
 図
、

キ
リ
ン

 唐
獅
子
 図
、

カ
ラ
ジ
シ

そ
し
て
龍
図
が
各
１
点
あ
り
ま
す
。　５６

枚
の
天
井
画
は
全
て
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
絵
師
名
は
、
犬
の
 狆
 を
描
い
た
画
面

チ
ン

に「
 法
眼
 宗
信
筆
」の
署
名
と
落
款
２
個

ほ
う
が
ん

が
押
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
岡
市
岡
本

に
所
在
す
る
福
寿
院
本
堂
内
に
 欄
間
 絵

ら
ん
ま

「
唐
獅
子
 牡
丹
 」
が
あ
り
、
左
図
表
面
に

ボ
タ
ン

「
法
眼
宗
信
筆
」、
右
図
裏
面
に
嘉
永
５

年（
１
８
５
２
）
絵
師
落
合
松
蔵
と
あ

り
、
宗
信
は
落
合
松
蔵
で
あ
る
と
判
断

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
生
年
、
師
匠
名
、
活
躍
時

期
、
没
年
な
ど
は
不
詳
で
す
。

開山堂は東西３間×南北４間で、天井は格天

井、東西方向７枚、南北方向８枚、５６枚。天井画

１枚の大きさは５５㎝四方、円形は直径４７㎝。

運
上
金

 運
上
金
 阻
止
活
動
の
指
導

阻
止
活
動
の
指
導
者者

う
ん
じ
ょ
う
き
ん

　
清
助
 清
助
 ・・

せ
い
す
け

清
蔵

 清
蔵
 の
墓
石

の
墓
石

せ
い
ぞ
う

宝
積
寺
開
山
堂
の
天
井

宝
積
寺
開
山
堂
の
天
井
画画

色
彩
鮮
や
か

色
彩
鮮
や
か
にに


